










1. 問題提起                                  1 






における三人称代名詞の処理を問題に提起―               8 
 0. はじめに                                                                 8 
1. 「それ」と「その」を「他」と「伊」に訳した背景                            9 
2. 翻訳語として生まれた女性三人称代名詞                                     12 
2.1 女性三人称代名詞「伊」の由来について 
2.2 「她」という字について 




4. 「対訳」の重要な意義                                                     18 
5.   おわりに                                20 
 
第 2節 「她」が「伊」を凌駕した理由について―翻訳の漢字新造語および現代中国語の
口語の視点から―                                            23 
0. はじめに                                                                 23 
1. 漢字の表意システムにおける新しい変化                                     23 
2. 人々が新名詞を受け入れる媒介                                             25 
3. 「伊」と「她」が使われている文脈                                         26 
  4. 朱自清「你我（あなたわたし）」における三人称代名詞「他」                 31 




語訳を対象に―                                       36 
0. はじめに                                                                 36 





2. 各訳文の整理・分析の結果                                                45 
 
第 4節 語り手と「他」と訳された「この男」 ―物語言説の分析を方法に―        49 
0. はじめに                                                                49 
1. 「羅生門」の語り手                                                      49 
2. 「この男」についての言説分析                                            53 





第 1節 他山の石―夏丏尊が訳した「芥川龍之介氏的中国観」を読む―            59 
0.  はじめに                                                                59 
1. 夏丏尊が翻訳した「芥川龍之介氏的中国観」                                60 
2. 「修言竟是人家國，我亦書生好感時」                                      63 
3. 他者からのまなざし―芥川が訪問した章炳麟氏・鄭孝胥氏・辜鴻銘先生        66 
4. 中国の現実から歴史の「できごと」に辿って                                67 
 
第 2節 日本人ジャーナリストにとっての「中国大衆像」―1920、30年代の芥川龍之介、 
清水安三、橘樸を中心に―                                           72 
0. はじめに                                                                72 
1. 国家の存亡について                                                      72 
2. 中国人の人文主義                                                        76 
3. 妓女と「闇の女」                                                        77 
  
第 3節 「南京の基督」論の彼方へ                                            80 
0. 中国における「南京の基督」のある読み方                                  80 
1. 金花は軽蔑されているのか                                                81 
 iii 
 
2. 金花一人の恋                                                            83 
3. 「天国の夢」に託されている金花のファンタジー                            85 
  4. 金花に投げられている難問                                                86 
 
第 4節 「湖南の扇」に潜んでいる芥川の中国認識                              89 
0. はじめに                                                                89 
1. 日本旅行者「僕」と譚永年                                                89 
2. 「小事件」                                                              91 










作品の 9種類の翻訳集を対象として―                            99 
 0. はじめに                                                                 99 
1. 翻訳目的について                                                        100 





3. 翻訳について                                                            107 
 
第 2節 芥川龍之介の「死」と二十世紀の中国文学                              111 
0. はじめに                                                                111 
0.1 関連する先行研究について 
0.2 大陸と台湾における芥川の死に対する評価の分析結果 
1. 中国では「敗北の文学」とみなされる背景                                  112 
2. 「近代的自我」と時代的運命                                              114 






1. 「羅生門」の中国訳と女性三人称代名詞                                      124 
2. 「羅生門」の中国語訳における三人称代名詞                                  125 
3. 芥川の「中国観」について                                                  128 
4. 中国題材の作品の論じ方                                                    130 
5. 翻訳者と研究者が「みる」芥川龍之介                                        131 
6. 総括と展望                                                                133 
 
参考文献                                                                     138 
謝辞                                     144 
























































































































































































































































 福田恒存著：『近代作家研究叢書 38 監修・吉田精一 太宰と芥川』、日本図書センター、1984、8-9
頁。 
4



























第 1節 「対訳」と近代中国語における女性三人称代名詞の成立 
















































































































































1、后居九贞观，曾命弟子至县市斋物，不及期还，语其故云：“于山口见一猛兽。路，   
      良久不去，以故迟滞。”蒋曰：“我在此庇伊已多时，何敢如此？”（《因话录》，93 页） 
 
































































































































































 「改革」(『新青年』第五巻二号、1918年 8月 15日発行)の訳文で、周作人がはじめて「他
女」を採用したのは、西洋語における女性三人称代名詞の翻訳に対応するためだった。この












































































































は、第二幕で次のように現われている。「（女上）不识者 向伊借罢。 青年 对女人来说，总有些不
好意思。要是以后见了男人，再向他借罢。（女退场。男上）」23。また、本稿で言及した「羅生門」
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 王力：《漢語語法史》、《王力文集》第十一巻、山東教育出版社、1990。70頁。日本語訳は筆者による。      
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没有发表过意见，只是周作人先生在她的文章里提过一提；又因为我自己对于这个字的读音上，还有些怀
疑，所以用的时候也很少（好像是至今还没有用过，可记不清楚了）、《刘半农研究资料》、鲍晶编、天

















     （二）chí《集韻》陈知切，平支澄。女子人名用字。《集韻・支韻》：“她，女字。” 
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 しかし車夫は老女の言葉を聞くと少しも躊躇せず、そのまま彼女の臂を支えて一歩一歩先へ進んだ。 
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 陳福康： 《中国訳学理論史稿-2版（修訂版）》、上海外語教育出版社、2000。169頁。 
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第 2節 「她」が「伊」を凌駕した理由について 








































































































































































「伊」を女性三人称代名詞とする作品は全部で 25篇あり、17篇が 1921年に、8篇が 1922
年に書かれている。「她」を女性三人称代名詞とする作品は 48篇あり、24篇が 1921年に、













































 三、「她」と「伊」がさす女性像。郎損16は、1921年 4月から 6月までの創作を評価する
「評四五六月的創作」(『小説月報』、1921 年 8 月第十二巻八号)において、当時雑誌など






















    （1）男女の恋愛は家庭が原因で自由にできず、悲劇的な結果がもたらされることが多い。 
     （2）男女は支障なく自由に恋愛できるが、男は別の女が好きか、あるいは女が別の男を好きで
あるために、男女の三角関係が生じ、悲劇的な結果がもたらされることが多い。 























































（第 12 巻 1 号）・蘆隠「红玫瑰」（赤いバラ）（第 12 巻 7 号）・負生「和平的死」（平
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第 3節 「羅生門」の中国語訳に出現する三人称代名詞 






















































三人称代名詞は 10文のなかに出現し、その状況は以下の a、b、c の三通りである。 
 
 a． 日本語原作のなかに出現した「それ」・「その」に対応したもの（以下「対訳」） 
 
 例 1： 
  家将却不放伊走，重复推了回来了。 
  下人は又、それを行かすまいとして、押しもどす。 
 
 例 2： 
  他的气色，大约伊也悟得。 
  すると、その氣色が、先方へも通じたのであろう。 
 
 b. 動作主あるいは言及された対象を明確にするために三人称代名詞を新たに加えたも 
の（以下「増訳」） 
 
 例 1： 
  但从这主人，已经在四五日之前将他遣散了。 
  所がその主人からは、四五日前に暇を出された。 
 
 例 2： 
  家将便留心着横在腰间的素柄刀，免得他出了鞘，抬起登着草鞋的脚来，踏上这梯子的最 
下的第一级去。  











 c. 同じ呼称の重複を避けるために三人称代名詞を使ったもの（以下「改訳」） 
 
例 1： 







































は以下の a、b、c の三通りである。 
 
 a． 対訳 
 
 例 1: 


















 c. 改訳 
 
 例 1： 






















 魏大海の訳文には、三人称代名詞の出現した文が全部で 23文ある。その状況は以下の a、
b の二通りである。 
 
 a． 増訳 
 
 例 1： 
  罗生门的荒敝倒是便宜了狐狸，它们开始做窝于此。 
するとその荒れ果てたのをよい事にして、狐狸が棲む。 
 
  例 2： 
  仆人的藏青色外套里，是一件棣棠花面料的汗衫。他紧缩脖颈，高耸双肩环顾着罗生门四周。 





























 b． 改訳 
 
 例 1： 




  例 2： 



























































































































































































































 注 2書 274-275頁。 
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 注 2書 274頁。 
 49 
 
第 4節 語り手と「他」と訳された「この男」 
―物語言説の分析を方法に― 




























   











































































































































   
或日の暮方の事である。一人の下人が、羅生門の下で雨やみを待つてゐた。 
































































































   
























































































































  頁。 
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第 1節       他山の石 










































































































































































































































































































































































































































































 単援朝の論文「中国における芥川龍之介―同時代の視点から」（崇城大学 研究報告第 26巻第 1号、
















 中国社会科学院近代史研究所 熊尚厚、厳如平編集：《民国人物伝 十一巻》、中華書局、2002。364-369
頁。 
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第 2節 日本人ジャーナリストにとっての「中国民衆像」 



































































    日支事変の眞只中に、北京の北海では、凍れる湖面を、男女の支那人が、キャツキャツいつて、
樂しそうにスケートをしてゐる。この國民は五千年亡びぬざりし國民であるから、その神経は實に太
いのである。 



















    日本人もよく、國に殉するといふが、それは、とんでもない、間違つた文字の使用である。殉國
といふのは、その國が亡びなければ、できるものではない。日本人は盡國といふべきであつて、殉國
といふは不可である。 
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 注 8論文 69-70頁。 
12
 注 6書 102頁。 
13
 注 6書 5-6頁。 
14
 注 8論文 90頁。 
15
 注 6書 111頁。 
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     「お前は耶蘇教徒かい」と、覺束ない支那語で話しかけた。 
     「ええ、五つの時に洗禮を受けました。」 
     「さうしてこんな商賣をしてゐるのかい。」 
     彼の聲にはこの瞬間、皮肉な調子が交つたやうであつた。が、金花は彼の腕に、鴉髻の頭を
凭せながら、何時もの通り晴れ晴れと、糸切齒の見える笑を洩らした。 
     「この商賣をしなければ、阿父様も私も餓ゑ死をしてしまひますから。」 
     「お前の父親は老人なのかい。」 
     「ええ―もう腰も立たないのです。」 
     「しかしだね、―しかしこんな稼業をしてゐたのでは、天國に行かれないと思やしないか。」 
     「いゝえ。」 
     金花はちょいと十字架を眺めながら、考深さうな眼つきになつた。 
     「天國にいらつしゃる基督様は、きつと私の心もちを汲みとつて下さると思ひますから。―
それでなければ基督様は姚家巷の警察署の御役人も同じ事ですもの。」 
     若い日本の旅行家は微笑した。さうして上衣の隱しを探ると、翡翠の耳環を一雙出して、手
づから彼女の耳へ下げてやつた。 
     「これはさつき日本へ土産に買つた耳環だが、今夜の記念にお前にやるよ。」― 
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     （譚）「それから君は斬罪と言ふものを見たがつてゐることを話してゐるんだ。」 
     （僕）「何だ、つまらない。」 
     （譚）「ぢやこれもつまらないか？」 
     （僕）「何だ、それは？」 













     （僕）「そんなものを又何にするんだ？」 
     （譚）「何にするもんか？食ふだけだよ。この邊ぢや未だにこれを食へば、無病息災になると
思つてゐるんだ。」 
     （譚）「こんな迷信こそ国辱だね。僕などは醫者と言ふ職業上、ずゐぶんやかましくも言つて
ゐるんだが・・・・・・」 
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而合，这样的安排绝对不能理解为是一种巧合。 
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第 1節 翻訳者が翻訳集の序跋で語る芥川龍之介のこと 














いる（夏丐尊 1926、單援朝 1991、秦剛 1999・2004、孔月 2004、林嵐 1998、王向遠 1998、






























































⑦芥川龍之介全集 山東文芸出版社 2005年 3月第 1版 前書き： 
高慧勤 
林少華 ⑧羅生門 上海訳文出版社 2008年 5月第 1版 前書き： 
林少華 
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 同注 1。425頁 
４





 岩波書店（1977）『芥川龍之介全集』第 16巻：『侏儒の言葉』之「運命」77頁 
６
 同注 4。「闇中問答」15頁 
７
































































































































































































































































































































































































附表 1 芥川龍之介作品の翻訳集リスト（中国大陸） 




湖南人民出版社 楼適夷 1980年 5月 1版 楼適夷 
芥川龍之介小説選 人民文学出版社 文潔若他 1981年 11月 1版 文潔若 
芥川龍之介作品
集：小説巻 
中国世界語出版社 叶渭渠他 1998年 8月 1版 叶渭渠 
芥川龍之介短篇小
説選 
湖南文芸出版社 聶双武 1998年 12月 1版 聶双武 
地獄変 解放軍文芸出版社 楼適夷 
文潔若他 
1999年 1月 1版 高慧勤 
芥川龍之介全集 山東文芸出版社 鄭民欽他 2005年 3月 1版 高慧勤 
羅生門 上海訳文出版社 林少華 2008年 5月 1版 林少華 
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羅生門 中央編訳出版社 高慧勤 2010年 12月 1版 高慧勤 
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作品名 作者 号数 「伊」or「她」 備考 
1921年 
母 叶绍钧 十二卷一号 伊 「伊」を主語とする例が多い。 




不幸的人 慕之 同上 — — 




荷瓣 瞿世英 同上 “她们” 姉妹をさす。 
沈思 王统照 同上 “她” 女性をさす。 
一个朋友 叶绍钧 十二卷二号 “伊” 女性だけをさす。 
低能儿 叶绍钧 同上 “伊” 女性だけをさす。 
一个著作家 庐隐女士 同上 “她” 女性をさす。 
恐怖的夜 叶绍钧 十二卷三号 “伊” 女性をさし、「私の妻」などをさ
している。 
遗音 王统照 同上 “她” 女性をさす。 
萌芽 叶绍钧 同上 “伊” 女性をさす。 
超人 冰心女士 十二卷四号 “她” 女性をさす。 
烟突 易家钺 同上 — 「他」が出現しているが、男性を
さしている。 
苦菜 叶圣陶 同上 “伊” 女性をさし、たとえば福堂の妻の
ことなどをさしている。 
商人妇 落华生 同上 “她” 女性をさし、たとえばインドの婦
人などをさしている。 
换巢鸾凤 落华生 十二卷五号 “她” 女性をさし、お嬢様のことなどを
さしている。 
第一次恋爱 胡怀琛 同上 — 「他」が出現しているが、男性を
さしている。 




春雨之夜 王统照 十二卷六号 “她” 女性をさし、たとえば中学校の女
学生などをさしている。 
一封信 庐隐女士 同上 “她” 女性をさす。 
黯淡底秋夜 绮琴女士 同上 “她” 女性をさす。 
堕落 洪白苹 同上 — 「他」が出現しているが、男性を
さしている。 
幸事 伯颜 同上 — 「他」が出現しているが、男性を
さしている。 
爱的实现 冰心女士 十二卷七号 — 「他」が出現しているが、男性を
さしている。 
月影 王统照 同上 “她” 女性をさす。 
死后二十日 孙梦雷 同上 “她” 女性をさし、貴婦人などをさして
いる。 
黄昏后 落华生 同上 “她” 女性をさす。 
红玫瑰 庐隐女士 同上 “伊” 「伊」は女性をさしており、「她
はたとえば「太陽」などのものを
さしている。 
剧本 恳亲会 叶绍钧 同上 “她” 女性をさし、周詩のことをさして
いる。「他」は人も「果樹」など
もさしている。 
两个小学生 庐隐女士 十二卷八号 “她” 女性をさし、母親を呼ぶとき用い
られている。 
两个乞丐 刘网 同上 — 「他」が出現しているが、男性を
さしている。 
死之天使 沈松泉 同上 “伊” 女性をさす。 
天亮了 洪白苹 同上 “她” 「她」は明月をさしており、「他」
は子鳥をさしている。人に用いら
れていない。 
儿时的恐怖 赵荣鼎 同上 “她” 女性をさし、妹などのことをさし
ている。 
一个不重要的伴侣 徐玉洁 十二卷九号 “伊” 女性をさし、女性の婚約者をさし
ている。 







离家的一年 冰心女士 同上 “她” 女性をさす。 
灵魂可以卖么 庐隐女士 同上 “她” 女性をさし、荷姑などをさしてい
る。 
看禾 俍工 同上 “伊” 女性をさす。 
命运 易家钺 同上 “她” 女性をさし、おばさんのことをさ
している。 
一瞥 沈松泉 同上 “伊” 女性をさす。「他」に「『』」を
付け、恋人をさしている。 









思潮 庐隐女士 同上 “她” 女性をさす。 
和平的死 负生 同上 “伊” 女性をさし、おかみさんをさして
いる。 
招牌 梁存仁 同上 “她” 花などのものをさしており、「他」
は男性をさし、少年のことをさし
ている。 
半小时的痴 吴江冷 同上 “伊” 女性をさし、好きだった女性のこ
とをさしている。 
征文：风雨之下 裼之甫 同上 — — 
征文：风雨之下 俞文元 同上 — — 
征文：风雨之下 周志伊 同上 “伊” 女性をさす。 
1922年 
烦闷 冰心女士 十三卷一号 “她” 女性をさし、姉のことをさしてい
る。 
乐园 叶绍钧 同上 — 「他」が出現しているが、男性を
さしている。 





缀网劳蛛 落华生 同上 “她” 女性をさし、尚潔のことをさして
いる。 
一栏之隔 王统照 同上 — — 
旅路的伴侣 叶绍钧 十三卷三号 “伊” 女性をさし、老婦のことをさして
いる。 
冷冰冰的心 刘网 同上 “她” 女性をさし、謝女史のことをさし
ている。 
埂子上的一夜 李开先 同上 — — 
空山灵雨 落华生 十三卷四号 “她” 女性をさし、妻のこと、花嫂のこ
となどをさしている。 
疯人笔记 冰心女士 同上 — 「他」は木などのものをさしてお
り、王子など男性のこともさして
いる。 




医院里的故事 孙俍工 十三卷五号 “伊” 女性をさし、とある女性の友人の
ことなどをさしている。 
空山灵雨 落华生 同上 “她” 女性をさす。 
遗书 冰心女士 十三卷六号 “她” 女性をさし、宛因のことをさして
いる。 
前途 俍工 同上 “伊” 女性をさし、婦人のことをさして
いる。 
余泪 庐隐女士 同上 “她” 女性をさし、尤老婆のことをさし
ている。 
三天劳工底自述 利民 同上 “她” 女性をさし、母親のことをさして
いる。 
空山灵雨（续） 落华生 同上 “她” 女性をさす。 
祖母的心 叶绍钧 十三卷七号 “她” 女性をさし、老婦人のことをさし
ている。 
乡心 潘训 同上 “她” 女性をさし、彼の妻のことをさし
ている。 
自然 王统照 十三卷八号 “她” 女性をさす。 




空山灵雨（续） 落华生 同上 “她” 女性をさす。 
端午节 鲁迅 十三卷九号 “伊” 女性をさし、方女史のことをさし
ている。「伊」が 11 回に用いら
れている。 
寂寞 冰心女士 同上 “她” 女性をさす。 
微笑 王统照 同上 “她” 女性をさし、女性犯人のことをさ
している。 
人道主义的失败 高歌 同上 “她” 女性をさす。 
往事 冰心女士 十三卷十号 “她” 女性をさし、宛因のことをさして
いる。 
安乐村 刘网 同上 — 女性の登場人物が出現していな
い。 
月下的回忆 庐隐女士 同上 “她” 女性をさす。 
几篇不重要的演说
辞 




伤痕 陈无我 同上 “她” 女性をさし、母親のことをさして
いる。 
偏枯 王思玷 同上 “她” 女性をさし、母親のことをさして
いる。 







或人的悲哀 庐隐女士 同上 “她” 女性をさし、看護婦の劉さんのこ
となどをさしている。 
命运 俍工 同上 “伊” 女性をさし、恵斯のことをさして
いる。「彼」はこどものことをさ
している。 
钟声 王统照 同上 “她” 女性をさし、恋人呉さんのこと、
老婦人のことをさしている。 




































































































































































































山图、山鹬、竹林中、报恩记、六宫公主、阿富的贞操、小白、丝女纪事、大川之水   
芥川龙之介生平和创作年表 
